







その他のタイトル Pour la bonne vie: L’education chez Jean‐





















































































年のオルレアンにおいても、38 の教区に 22 の学校が存在したことをオルレアン大司
教が確認している５。これらの教区の小さな学校に、貧しい子供たちは無償で受け入れ
られていた。パリのような大都市においては、貧者の子供たちを対象とした学校も作




































































































































































































































































































































































































































































































































parentale  à  l’invention  lasalienne  d’une  nouvelle  figure  de  maître  d’école≫,  [http://revue‐








































３１  ラテン語より自国語の教授を優先させる態度は,  コメニウスをはじめとした 17 世紀の実学主
義の教育論の特徴のひとつであった.  その他にもラ・サールの言説や方法の中には実学主義の教育
のそれと類似したものがみられるが,  ラ・サールは先人たちの書物から学んだのではなく,  秀でた
現実感覚と実践的な天分によりそれらを用いたと考えられる. Edgard Hengemüle, op.cit., pp. 177‐
178.   
３２  ポール・ロワイヤルの学校で試みられるも弾圧されてしまったので,  彼らの例が影響を及ぼす
ことはなかった. Jean Guibert, op. cit., p. 209. 
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